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１．最近の学生の動向➀ポイント

1-1 企業）インターンシップが採用活動として定着

1-2 学生）インターンシップへの参加有無が就職活動に影響大

1-3 学生）学生の情報源の変化について

1-4 新卒社員）退職代行の流行、早期退職者が増大



２．最近の学生の動向➁就業意識アンケート

＜主な設問＞

2-1 働きたい地域、またその理由

2-2 兵庫県で働くとしたら

2-3 関心がある業界

2-4 企業選択で重要視する要素

2-5 企業選択で誰の意見を参考にするか

2-6 起業への興味

2-7 兵庫県で就職・起業する若者を増やす方策



２．就業意識アンケート

【調査日】2024年6月18日（火）
【調査方法】授業内でのアンケート調査
【調査対象】プラクティカルキャリアデザイン
（全学部対象）を受講する3年生、4年生
【回答数】146名



2-1 働きたい地域、またその理由

地域 人数

大阪 62

兵庫 62

東京 17

京都 4

岡山 3

神奈川・福井・
他

１



2-1 働きたい地域、またその理由



２-2 兵庫県で働くとしたら



2-3 関心がある企業



2-4 企業選択で重要視する要素



2-5 企業選択で誰の意見を参考にするか



2-6 起業への興味



2-7 兵庫県で就職・起業する若者を増やすために



３．学生発表➀

甲南大学４年 金融業界内定



4. 学生発表➁

甲南大学3年 インターンシップ直前、インフラ業界志望



ご清聴ありがとうございました。


